
①　文を読みながら「さ・し・す・せ・そ」に ○（まる）をつけましょう。

ぶん よ　

どらえもんは、ふじこえふふじおさんによるにっぽんのまんがで
す。 
みらいからやってきたねこがたろぼっとのどらえもんと、のびたく
んといっしょにさまざまなぼうけんをしていきます。 
どらえもんのぽけっとからだすさまざまなひみつのどうぐで、のび
たくんにふりかかったさいなんを、いちじてきにかいけつします
が、どうぐをむやみにつかいつづけたけっか、しっぺがえしをうけ
てしまいます。 
どらえもんのみりょくは、みらいのぎじゅつとゆうじょう、ぼうけ
ん、わらいがくみあわさった、ものがたりにあります。 

②　それぞれの仮名の数を数えて、数字を書きましょう。

か な かず かぞ　　 す う じ か　

さ　　　し　　　す　　　せ　　　そ


 
③　何について書かれた文でしたか？教えてください。


なに か ぶん おし　　
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